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議会です。
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは

MIMATA



【
主
な
項
目
】

●
国
民
健
康
保
険

　
・�

平
成
26
・
27
年
高
額
医
療
費
共
同
事

業
及
び
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

　
・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費　
他

６
０
４
万
円　
　

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
・
健
康
診
査
委
託
料

　
・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費　
他

47
万
３
千
円　
　

●
介
護
保
険

　
・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

42
万
８
千
円　
　

●
梶
山
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

　
・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

２
万
８
千
円　
　

●
公
共
下
水
道
事
業

　
・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

　
・
光
熱
水
費（
電
気
料
）他

70
万
３
千
円　
　

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

　　  　

平成26年度予算の総額

７
５
１
万
円　
　

【
主
な
項
目
】

●
元
号
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更
委
託
料

●
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

●
特
定
不
妊
治
療
助
成
金

●�
平
成
30
年
度
発
生
災
害
内
ノ
木
場
線
道

路
災
害
復
旧
工
事　

●
前
目
児
童
館
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事　
他

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

増

増減増増増

前目児童館のブロック塀をフェンスへ▲

●
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
・�

企
画
商
工
課
に「
五
本
松
交
流
拠
点

施
設
推
進
室
」を
設
置
。

　
・�

業
務
が
肥
大
化
し
て
い
る
福
祉
課
を
、

「
福
祉
課
」と「
高
齢
者
支
援
課
」に

分
け
る
。

●�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

●�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
・�

平
成
10
年
度
か
ら
各
部
の
小
型
ポ
ン

プ
積
載
車
に
搭
載
し
て
い
る
小
型
ポ

ン
プ
を
、継
続
事
業
で
更
新

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正
等

　
町
議
会
で
は
、12
月
議
会
を
、12
月
5
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日
間
で
開
催
し
た
。今
回
の

議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
等
や
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

等
14
議
案
に
報
告
1
件
、陳
情
1
件
、意
見
書
案
1
件
が
上
程
さ
れ
た
。

12月定例会
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12月定例会 
平成30年度 一般会計他
補正予算等 可決



　　  　

●��
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

清
流
園
の
譲
渡
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ

た
社
会
福
祉
法
人
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ー

ク
に
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
物
を
無
償

で
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
運
営
を
円
滑
に
行
い
、
も
っ
て

福
祉
の
増
進
を
図
る
。

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

●
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

清
流
園
の
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
ス
マ

イ
リ
ン
グ
・
パ
ー
ク
に
譲
渡
す
る
に
あ

た
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
土
地
を
無
償

で
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
運
営
を
円
滑
に
行
い
、
も
っ
て

福
祉
の
増
進
を
図
る
。　

　
▼
全
会
一
致
で
可
決　

●�

介
護
従
事
者
を
確
保
す
る
た
め
に
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

●�

介
護
従
事
者
を
確
保
す
る
た
め
に
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

陳
情・意
見
書

議
会
特
別
議
決
に
よ
る
採
決

●�

三
股
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

※�「
議
会
の
特
別
議
決
に
付
す
べ
き
重
要

な
公
の
施
設
に
関
す
る
条
例
」第
２
条

に
規
定
す
る
特
別
多
数
議
決
は
、
可
決

す
る
に
は
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上

の
者
の
同
意
を
必
要
と
し
、
議
長
も
表

決
に
参
加
。

〈
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告
〉

将
来
の
状
況
変
化
に
対
し
て
も
、
安
全

と
、
継
続
を
約
束
で
き
る
内
容
で
あ
る

か
、
契
約
書
の
効
力
、
失
効
、
及
び
効
力

順
位
等
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
し

た
。そ

の
結
果
、

・�

元
町
立
病
院
の
無
残
な
姿
を
前
に
、

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
。

・�

入
所
者
を
最
優
先
す
る
事
業
運
営
を

継
続
か
つ
安
定
的
に
行
う
態
勢
を
と

る
こ
と
等

民
営
譲
渡
後
の
運
営
中
止
の
事
態
を
迎

え
て
も
、「
再
度
、
民
営
譲
渡
も
含
め
、
本

町
が
責
任
持
っ
て
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

運
営
を
継
続
す
る
。」と
い
う
町
長
の
決

◎�

議
会
の
傍
聴
は
町
政
と
議
員
の
活
動
を

知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。

●�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
・�

町
立
学
校
空
調
機
設
置
実
施
設
計
業

務
委
託
料

　
・�

耕
地
災
害
復
旧
事
業　
　
他

1
億
7
4
2
万
円　
　

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
・�

中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
本
体
工
事

７
１
７
４
万
円

　
▼
全
会
一
致
で
可
決

増

11
月
臨
時
会

条
例
改
正
等

意
を
議
会
に
お
い
て
表
明
す
る
こ
と
で
、

本
委
員
会
と
し
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
町
長
〉

将
来
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
運
営
が

出
来
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
を
続

け
て
行
く
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ
の
ホ
ー

ム
は
、
環
境
上
の
理
由
や
経
済
的
事
情
に

よ
り
、
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
の
受
け
皿
と
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
か
ら
町
に
と
っ
て

必
要
な
施
設
だ
。
廃
止
と
い
う
選
択
は
考

え
て
な
い
。
ま
た
、
委
員
会
の
提
言
に
あ

る
よ
う
に
現
清
流
園
の
職
員
に
つ
い
て

も
、継
続
雇
用
を
含
め
協
議
を
行
う
。

▲中央テニスコート増設のようす

※�

12
月
定
例
会
で
は
、全
議
案
が
全

会
一
致
で
可
決
の
た
め
表
決
結

果
表
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
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池田　克子議員………………5p掲載
①ヘルプマーク等の周知徹底を。
②放課後子ども総合プランの推進状況は。

福田　新一議員… …………… 6p掲載	
①清流園の運営はどうなる。
②上米公園入口に早急の信号機設置を。
③野球を通して交流発展を。
④役場に洋式トイレの設置を。
⑤多目的スポーツセンターの使用方法は。

森　正太郎議員… …………… 7ｐ掲載
①�LGBT発言をどう思うか。
②放課後児童クラブの拡充を。
③�重度心身障がい者医療費助成制度につい
て、現物給付にできないか。
④�寝たきり老人等介護手当支給サービスの
継続は。

重久　邦仁議員… …………… 8ｐ掲載
①衛生センター施設整備付帯意見は。
②検討結果は。　③環境対策は。
④施設周辺の景観形成は。

内村　立𠮷議員… …………… 9ｐ掲載
①給食センターの今後は。
②�第13回全国学校給食甲子園をどのように
受け止められているか。

③地産地消の取り組みは。
④粗飼料確保のシステム作りは。

楠原　更三議員… ………… 10ｐ掲載
①先人の偉業を学ぶ環境は。
②山形県から視察のために来町。
③観光地としての長田峡の整備。
④史跡の整備。

山中　則夫議員… ……………11ｐ掲載
①山王原・仲町が発展する対策は。
②補助事業の外部評価を行うべき。
③町文化会館の隣接地にスポーツ施設を。
④職員として意識を向上させる指導は。

新坂　哲雄議員… ……… 12ｐ掲載
①農地取得要件の変更できないか。
②買い物弱者販売を考えてはどうか。

12
月
議
会
一
般
質
問

ここが聞きたい

一般質問

議員個人が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町
長などに求め町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェッ
クするものです。

一般質問とは
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一般質問

ヘルプマーク等の周知徹底を

町民や各事業者に協力を依頼

質
　
問

福
祉
課
長

　

池 田　克 子  議 員

公
共
施
設
等
に
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
を
し
て
い
る
。
福
祉
課
の
窓
口

や
回
覧
広
報
で
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

各
事
業
者
へ
は
依
頼
し
て
い
る
。
今
後
更

に
協
力
を
推
進
し
て
い
く
。

思
い
や
り
の
あ
る
街
を
目
指
す
。

一
体
型
と
し
て
、三
股
西
小・

梶
山
小
・
長
田
小
の
３
ヶ
所
で
実
施
。
推

進
方
策
に
掲
げ
る
３
ヶ
所
の
目
標
は
達
成

さ
れ
て
い
る
。

�

段
階
的
に
推
進
す
る
と
し

て
、当
初
は
50
％
と
し
た
。

次
の
プ
ラ
ン
を
作
成
中
で
あ
る
。

そ
の
中
で
全
校
１
０
０
％
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。適

し
た
教
室
が
な
く
実
施
で

き
て
い
な
い
。児

童
ク
ラ
ブ
に
16
名
い
る
。

平
成
31
年
度
に
条
例
の
整
備

等
を
し
て
、
待
機
児
童
が
な
い
よ
う
な
方

策
を
検
討
し
て
実
施
す
る
。

具
体
的
な
連
携
を
文
書
化
し

て
い
な
い
の
で
今
後
、検
討
す
る
。

開
所
時
間
の
延
長
は
、
地
域

の
要
望
に
応
じ
る
と
あ
る
。
平
成
31
年
度

に
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
見
直
す

時
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
具
体
的

な
方
策
を
立
案
し
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進

状
況
は 町

民
全
般
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
意
義
を
ど

の
よ
う
に
周
知
さ
せ
て
い
る
か
。

問

ヘ
ル
プ
を
求
め
る
人
は
、店
や

事
業
所
に
お
願
い
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。協
力
体
制
は
と
ら
れ
て

い
る
か
。

問

町
長
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

と
は
。

問

平
成
27
年
３
月
に「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」が
策
定

さ
れ
た
。
そ
の
中
の「
放
課
後
子

ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」に
６
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
１
項
目
に

「
一
体
型
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

及
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
平

成
31
年
度
に
達
成
さ
れ
る
べ
き

目
標
事
業
量
」と
あ
る
。
推
進
状

況
は
。

問

一
体
型
と
は
全
て
の
児
童
の

安
全
・
安
心
な
居
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、全
て
の
児
童
が
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
で
き
る
と
定
義
し

て
い
る
。
目
標
が
50
％
と
あ
る
。

な
ぜ
１
０
０
％
に
し
な
か
っ
た

の
か
。

問

千
葉
県
浦
安
市
は
、来
年
度
よ

り
一
体
型
を
全
17
校
で
実
施
す

る
。国
も
一
体
型
を
中
心
と
し
た

計
画
的
な
整
備
等
を
進
め
る
と

あ
る
。国
の
指
針
を
ど
の
よ
う
に

受
け
取
る
か
。

問

小
学
校
の
余
裕
教
室
等
の
活

用
は
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
教
室

へ
の
参
加
に
待
機
児
童
は
何
人

い
る
か
。

問

早
急
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
教
室

の
実
施
に
係
る
教
育
委
員
会
と

福
祉
課
と
の
連
携
に
関
す
る
方

策
と
運
営
委
員
会
は
設
置
し
て

い
る
か

問

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
の

延
長
に
は
有
料
と
あ
る
。有
料
へ

の
不
満
も
あ
る
。他
の
方
法
は
な

い
か
。

問
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一般質問

　

福 田　新 一  議 員

清流園の運営はどうなる

民間譲渡することが妥当

質
　
問

町
　
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
町
に
と
っ
て

は
必
要
な
施
設
な
の
で
廃
止
は
あ
り
え
な

い
。「
指
定
管
理
に
よ
る
運
営
の
継
続
」と
、

「
直
営
に
よ
る
運
営
」は
、
建
物
の
改
修
や
建

替
え
に
対
し
国
、県
の
補
助
金
は
無
い
。「
民

間
譲
渡
」に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
面
で
有

利
で
あ
る
。

ま
た
、
専
門
的
な
技
術
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
民
間
譲
渡
す

る
こ
と
が
妥
当
」と
の
結
論
に
至
っ
た
。

建
替
え
に
、
約
5
億
円
必
要
。

民
間
に
お
け
る
補
助
金
は
、
一
人
当
た
り

２
８
０
万
円
、２
８
０
万
×
入
所
者
50
人
で
、

1
億
4
千
万
円
出
る
。

契
約
不
履
行
の
時
、
土
地
は
町
へ

返
還
し
て
も
ら
え
る
状
態
を
確
保
す
る
為
、

土
地
使
用
貸
借
契
約
書
に
お
い
て
、
使
用
貸

借
料
は
無
償
と
し
た
。

緊
急
性
が
あ
る
と
判
断
し
、平

成
30
年
4
月
に
も
上
米
公
園
入
口
の
信
号
機

設
置
の
要
望
を
都
城
警
察
署
へ
提
出
し
て
い

る
。

本
町
で
の
合
宿
を
定
着

化
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
関
係
課
と
協
議

し
な
が
ら
必
要
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
。
お

も
て
な
し
と
し
て
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
も

検
討
し
た
い
。
野
球
部

員
や
監
督
等
の
関
係
者

と
の
友
好
関
係
を
育
て

て
い
き
、
お
互
い
の
特

産
品
や
観
光
地
等
を
紹

介
し
合
う
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

洋
式
ト
イ
レ
が
一
般
化
し
て
い

る
。
足
腰
の
悪
い
方
へ
の
配
慮
か
ら
、
現
在
、

１
階
と
２
階
の
全
ト
イ
レ
に
洋
式
ト
イ
レ
が

１
台
あ
る
。平
成
31
年
度
に
、庁
舎
内
の
各
ト

イ
レ
に
１
台
づ
つ
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

雨
天
時
の
予
約
申
請
は
、
利
用

す
る
前
の
週
の
金
曜
日
、13
時
～
17
時
。

　
貸
出
期
間
は
、翌
週
の
月
曜
日
～
日
曜
日
。

1
団
体
で
1
週
間
に
3
日
が
限
度
、
利
用
時

間
は
、平
日
2
時
間
、土
曜
、日
曜
、祝
日
は

3
時
間
が
限
度
。

清
流
園
が
4
月
よ
り
民
間
譲

渡
に
至
る
予
定
。実
状
と
民
間
譲

渡
に
至
る
背
景
は
。

問

施
設
の
建
替
え
費
用
は
ど
れ

位
必
要
か
。
ま
た
民
間
の
場
合
、

補
助
金
は
い
く
ら
出
る
の
か
。

問

元
町
立
病
院
の
二
の
舞（
土
地
、

建
物
、
構
築
物
、
備
品
全
て
売
買

契
約
）に
な
ら
な
い
た
め
の
確
固

た
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
。

問

上
米
公
園
入
口
に
早
急
の
信
号
機
設

置
を

過
去
5
年
で
７
件
事
故
発
生
。

上
米
公
園
は
、来
園
者
が
増
加
し

て
い
る
。信
号
機
の
設
置
条
件
で

あ
る
、
緊
急
性
、
必
要
性
に
、
こ

の
交
差
点
は
、匹
敵
す
る
状
況
で

は
な
い
か
。

問野
球
を
通
し
て
交
流
発
展
を

韓
国
の
建
国
大
学
が
、平
成
31

年
か
ら
、
3
年
連
続
、
旭
ヶ
丘
運

動
公
園
野
球
場
で
キ
ャ
ン
プ
。こ

の
関
係
を
、本
町
と
ソ
ウ
ル
市
と

の
友
好
協
力
関
係
へ
と
発
展
さ

せ
て
は
。

問

役
場
に
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を

役
場
が
、
町
民
に
と
っ
て
親

し
み
や
す
い
場
所
で
あ
る
た
め

に
、社
会
状
況
の
変
化
を
的
確
に

キ
ャ
ッ
チ
す
る
必
要
が
あ
る
。各

階
に
男
女
1
個
は
、洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
を
。

問多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
使
用

方
法
は多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
人
工
芝
で
あ
る
た
め
、
雨
天

時
の
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。予
約

の
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問

▲建国大学歓迎セレモニー
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一般質問

　

森　　正太郎  議 員

LGBT発言をどう思うか

差別と偏見に満ちた発言と思う

質
　
問

町
　
長

本
町
で
も
、
性
的
少
数
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
講
演
会
等
を
実
施
し
た
。

国
会
議
員
の
発
言
は
、
生
産
性
の
な
い
人

間
に
は
人
間
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
言

っ
て
い
る
こ
と
と
等
し
く
、
社
会
的
弱
者

へ
の
配
慮
に
欠
け
た
暴
言
で
、
差
別
と
偏

見
に
満
ち
た
不
適
切
極
ま
り
な
い
発
言
だ

と
思
う
。

男
女
共
同
参
画
週
間
に
合
わ

せ
、啓
発
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、県
知
事
選

挙
で
は
男
女
別
受
付
を
廃
止
す
る
。
今
後

は
ま
ず
は
職
員
研
修
が
必
要
と
の
考
え
か

ら
、平
成
31
年
度
研
修
会
を
行
う
予
定
。

　
相
談
窓
口
と
し
て
は
、月
一
回
三
股
駅
ホ

ー
ル
で
実
施
し
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
相
談
所
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

職
員
向
け
に
は
人
権
感
覚
を
磨

く
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
な
人
権
教
育
は
行
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
特
化

し
た
授
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

３
年
生
が
16
名
。

社
会
福
祉
法
人
へ
の
委
託
も

検
討
し
、
来
年
度
以
降
、
体
制
を
整
備
し

て
い
く
予
定
。

人
材
に
対
す
る
補
助
金
等
の
支
援

等
が
国
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
活

用
し
た
い
。

町
単
独
で
は
難
し
い
が
、
１

月
に
、
町
村
会
と
市
長
会
合
同
で
県
に
要

望
書
を
提
出
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

実
施
し
て
い
く
予
定
。

国
会
議
員
の「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性

的
少
数
者
）は
生
産
性
が
な
い
」旨

の
発
言
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
関
連
施
策
の
現
状
と

今
後
の
展
開
は
。（
多
目
的
ト
イ
レ

の
増
設
、ト
イ
レ
の
表
記
の
工
夫
、

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
）

問

性
的
少
数
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中

学
校
入
学
前
ま
で
に
性
に
違
和
感

を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
小

学
校
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
は
行
わ

な
い
か
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
を

待
機
児
童
の
有
無
は
。

問

高
学
年
の
潜
在
的
な
待
機
児
童

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。現
在
梶
山
・

長
田
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
６
年
生
ま

で
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
他
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
高
学
年
の
受
け
入
れ

は
行
わ
な
い
か
。

問

町
長
所
信
表
明
に
あ
る「
ク
ラ

ブ
の
民
間
開
設
の
支
援
」の
具
体

的
な
内
容
は
。

問重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
、現
物
給
付
に
で
き
な
い
か

現
在
３
か
月
後
の
償
還
払
い
に

な
っ
て
お
り
、
負
担
が
大
き
い
と

い
う
声
が
あ
る
が

問寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
は

寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在

宅
で
介
護
さ
れ
る
家
族
に
月
額

１
万
５
千
円
を
支
給
す
る
介
護
手

当
が
、介
護
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
、

一
般
会
計
で
措
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
来
年
度
以
降
も
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
か
。

問

※

※�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
…

①
身
体
の
性
別
、
②
心
の
性
別
、
③
性

的
指
向
の
組
み
合
わ
せ
の
名
称
の
頭
文

字
を
と
っ
た
も
の
。

Ｌ
：�Lesbian

（
レ
ズ
ビ
ア
ン
） 

身
体
と
心

の
性
別
は
女
性
で
、
性
的
指
向
も
女
性

で
あ
る
人

Ｇ
：�G

ay

（
ゲ
イ
） 

身
体
と
心
の
性
別
は
男

性
で
、
性
的
指
向
も
男
性
で
あ
る
人

Ｂ
：�B

isexual

（
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
） 

身

体
と
心
の
性
別
を
問
わ
ず
、
性
的
指
向

が
両
性
で
あ
る
人

Ｔ
：�Transgender

（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
） 

身
体
の
性
別
と
心
の
性
別
が
一

致
し
な
い
人
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一般質問

重 久　邦 仁  議 員
衛生センター施設整備付帯意
見は

検討した

質
　
問

町
　
長

平
成
29
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
検
討
委
員

会
が
検
討
し
、「
施
設
の
建
設
場
所
は
、中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
第
一
候
補
と
す
る
が

付
帯
意
見
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
こ
と
」、

付
帯
意
見
と
し
て「
建
設
場
所
に
つ
い
て
、

地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
充

分
な
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と

の
答
申
が
あ
っ
た
。

　
地
元
へ
の
説
明
会
は
、
平
成
30
年
２
月

22
日
に
今
市
児
童
館
、
２
月
25
日
に
は

第
７
地
区
分
館
に
て
開
催
し
、
そ
の
中
で

「
類
似
施
設
の
視
察
を
計
画
し
て
欲
し
い
」

と
の
要
望
を
受
け
、７
月
２
日
に
三
股
中

央
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
都
城
市
清
浄
館
の
視

察
を
行
っ
た
。
今
後
も
説
明
会
等
を
開
催

し
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
地
元
住
民
に
理

解
を
求
め
て
い
く
。現

在
汚
泥
の
最
終
処
理

は
焼
却
処
理
し
て
い
る
が
、
施
設
が
古
く

焼
却
処
理
時
に
近
隣
を
通
行
す
る
住
民
か

ら
、時
々
臭
い
が
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
新
し
く
建
設
す
る
施
設
に
は
、
焼
却
施

設
の
な
い
設
備
を
計
画
し
た
い
。

現
状
と
建
設
後
に
同
様

の
環
境
調
査
を
行
っ
て
、
そ
の
変
化
を
把

握
し
、
臭
気
に
つ
い
て
充
分
な
対
策
を
講

じ
る
。
ま
た
、
敷
地
内
の
残
地
を
公
園
等

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
常
に
住
民
に
よ
る

臭
気
の
監
視
が
で
き
る
。

地
元
説
明
会
に
お
い
て

住
民
か
ら
も
意
見
が
あ
り
、
現
状
の
ル
ー

ト
を
原
則
と
し
可
能
な
限
り
今
市
地
区
内

を
回
避
す
る
ル
ー
ト
を
計
画
し
た
い
。

今
市
橋
下
流
右
岸
の
一

部
は
、
県
の
事
業
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

以
前
は
地
区
の
住
民
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
利
用
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
が
、
河
川

は
県
の
管
理
区
域
で
あ
り
、
現
在
は
町
か

ら
県
へ
整
備
の
要
望
は
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
河
川
敷
の
芝
生
広
場
の
整
備

は
、
管
理
者
で
あ
る
都
城
土
木
事
務
所
と

河
川
占
用
の
協
議
に
よ
り
許
可
を
受
け
、

町
の
事
業
と
し
て
整
備
す
る
と
説
明
を
受

け
た
。

　
河
川
の
堤
防
に
あ
る
管
理
道
路
は
、
日

頃
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
住
民
も
多

く
、
現
在
は
路
肩
部
分
の
草
刈
り
を
実
施

し
て
お
り
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

検
討
結
果
は

衛
生
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
に

つ
い
て
付
帯
意
見
書
の
検
討
、結

果
は
。

問環
境
対
策
は

現
在
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は

汚
泥
を
焼
却
処
理
し
て
い
る
が
、

臭
気
へ
の
対
策
は
。

問環
境
水
道
課
長

建
設
後
の
臭
気
対
策
は
。

問環
境
水
道
課
長

汚
泥
の
運
搬
ル
ー
ト
は
。

問施
設
周
辺
の
景
観
形
成
は

環
境
水
道
課
長

今
市
橋
周
辺
は
雑
草
が
繁
茂

し
、都
城
市
の
河
川
整
備
状
況
と

対
比
さ
れ
る
が
、川
辺
周
辺
の
環

境
整
備
事
業
の
取
り
組
み
は
。

問

▲今市橋周辺
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一般質問

内 村　立 𠮷  議 員

給食センターの今後は

改修のめどは立っていない

質
　
問

教
育
課
長

計
画
で
は
２
０
２
１
年
大
規

模
改
修
を
行
い
２
０
５
１
年
建
替
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
多
額
の
費
用
が
必

要
な
為
、
具
体
的
な
改
修
の
め
ど
は
立
っ

て
い
な
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
、体
育

館
形
式
で
あ
り
、
大
規
模
改
修
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

五
本
松
団
地
跡
地
と
給
食
セ
ン

タ
ー
は
別
に
取
り
組
み
た
い
。

敷
地
面
積
約
４
５
０
０
㎡

１
日
の
給
食
数
約
２
９
０
０
食
、
年
間
給

食
日
数
小
学
校

１
９
４
日
、
中
学

校
１
９
０
日
、
給

食
単
価
小
学
校

約
２
３
２
円
、
中

学
校
約
２
６
６

円
で
あ
る
。

県
内
１
１
３
件
の
応
募
の
中
で

選
ば
れ
、
九
州
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
上
位

４
枠
と
い
う
の
は
大
変
誇
ら
し
く
、
職
員

の
励
み
に
な
る
。

調
理
の
現
場
を
含
め
、
励
み
に

な
り
喜
ん
で
い
る
。

毎
月
、
地
産
地
消
ウ
イ
ー
ク

を
設
け
て
、
県
内
産
の
食
材
を
積
極
的
に

使
用
し
て
い
る
。
今
後
も
、
郷
土
料
理
な

ど
伝
統
的
な
食
文
化
を
継
承
し
た
献
立
の

導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
対
策
、
担
い
手

育
成
、
新
規
就
農
者
支
援
の
一
環
と
し

て
、
粗
飼
料
の
生
産
確
保
に
係
る
作
業
の

共
同
性
、
外
部
委
託
化
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

県
内
１
０
０
頭
出
品
で

４
等
級
以
上
99
・
９
％
、※
Ｂ
・
Ｍ
・
Ｓ

平
均
９・
５
平
均
単
価
３
５
１
０
円
枝
肉

平
均
価
格
１
８
４
４
千
円
で
あ
り
、
質
、

量
と
も
充
実
し
た
結
果
で
あ
り
、
全
国
に

宮
崎
牛
が
定
着
し
た
こ
と
を
示
し
た
と
思

わ
れ
る
。

※
Ｂ
・
Ｍ
・
Ｓ
と
は
…

脂
肪
交
雑
の
度
合
い
を
12
段
階
で
数

値
化
し
た
も
の
。
８
段
階
以
上
は
５
等

級
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、運
営
を
開

始
し
て
27
年
経
過
し
て
い
る
。対

応
策
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

問

五
本
松
団
地
跡
地
と
給
食
セ

ン
タ
ー
は
隣
接
し
て
い
る
が
、併

用
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
面
積
、

給
食
数
、金
額
に
つ
い
て
。

問

給
食
の
献
立
が
県
代
表
と
し

て
参
加
し
上
位
入
賞
し
た
が
感

想
は
。

問 第
13
回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
献
立

の
考
案
や
、今
後
の
地
産
地
消
の

取
り
組
み
、教
育
委
員
会
が
力
添

え
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

小
規
模
な
畜
産
農
家
が
粗
飼

料
確
保
が
で
き
る
よ
う
、大
規
模

農
家
と
連
携
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
作
り
は
で
き
な
い
か
。

問農
業
振
興
課
長

地
産
地
消
の
取
り
組
み
は

第
10
回
宮
崎
県
肉
畜
共
進
会
、

肉
牛
枝
肉
に
つ
い
て
。

問 粗
飼
料
確
保
の
シ
ス
テ
ム
作
り
は

農
業
振
興
課
長

「全国学校給食甲子園」
入賞献立
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一般質問

楠 原　更 三 議 員

先人の偉業を学ぶ環境は

大きな事業としては町史編さん

質
　
問

教
育
長

町
史
編
さ
ん
事
業
が
大
き
な
環

境
整
備
で
あ
る
。
今
後
は
、
史
跡
の
整
備

を
含
め
関
係
課
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。そ

れ
に
つ
い
て
検
証
は
行
っ
て

い
な
い
。
満
足
度
に
つ
い
て
は
各
人
の
価

値
観
の
違
い
が
あ
る
が
、
検
討
し
な
い
と

い
け
な
い
課
題
は
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
関
係
課
と
の
連
携
を
含
め
た
検
討
会
を

考
え
て
い
き
た
い
。

人
口
増
を
続
け
て
い
る
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
関
心
と
初
代
山
形

県
令
の
三
島
通
庸
公
と
の
縁
と
い
う
こ
と

が
視
察
目
的
で
あ
っ
た
。
遠
方
か
ら
の
来

町
は
有
難
い
。
子
ど
も
達
の
交
流
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
沖
永
良
部

島
へ
の
派
遣
事
業
の
追
跡
調
査
を
し
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
地
に
対
し
て
壮
大

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
付
加
す
る
こ
と
は
、
観

光
資
源
と
し
て
生
か
し
て
い
く
上
で
重
要

な
事
で
あ
る
。
今
後
調
査
を
重
ね
、
効
果

等
の
検
証
を
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

今
回
は
県
が
行
っ
て

い
る
社
会
実
験
と
し
て
実
施
し
た
。
使
用

し
た
機
材
が
高
価
で
あ
る
た
め
、
季
節
ご

と
の
実
施
予
定
は
な
い
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
機
材
の
リ
ー
ス
が
可
能
か
ど
う
か
県

に
相
談
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

史
跡
と
し
て
指
定
し
て
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
点
検
し
た
い
。
公
園

等
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

本
丸
周
辺
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
も
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理

を
行
う
事
と
し
て
い
る
。
現
在
施
行
業
者

と
時
期
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
る
。

町
民
憲
章
に
あ
る
先
人
の
偉

業
や
開
拓
精
神
と
は
何
か
を
具

体
的
に
感
じ
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
は
じ
め
て
、三
股
ら
し
い

郷
土
愛
が
育
つ
と
思
う
。そ
の
た

め
の
環
境
整
備
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
き
て
い
る
か
。

問

三
股
の
生
い
立
ち
を
周
知
す

る
な
ど
の
環
境
整
備
は
現
状
で

十
分
で
あ
る
か
。

問山
形
県
か
ら
視
察
の
た
め
に
来
町

11
月
中
旬
に
山
形
県
町
村
会

の
7
つ
の
町
の
町
長
が
来
町
さ

れ
た
が
受
け
入
れ
た
感
想
は
。視

察
目
的
を
今
後
の
交
流
へ
活
か

す
思
い
は
な
い
か
。

問

本
町
に
は
三
島
公
の
足
跡
が

史
料
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、今
回

の
視
察
は
大
き
な
外
部
評
価
を

得
た
こ
と
に
な
る
。今
後
の
交
流

に
活
か
す
考
え
は
。

問観
光
地
と
し
て
の
長
田
峡
の
整
備

長
田
峡
を
長
田
渓
谷
と
い
う

連
続
性
の
あ
る
観
光
地
と
し
て

捉
え
る
た
め
に
も
、そ
の
成
因
を

説
明
し
た
看
板
を
設
置
し
、今
後

の
開
発
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

問

長
田
峡
の
魅
力
を
引
き
出
す

一
つ
の
方
法
と
し
て
今
後
、季
節

ご
と
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

問

史
跡
の
整
備

早
馬
公
園
の
石
灯
籠（
西
南
戦

争
の
慰
霊
碑
）が
倒
れ
て
い
る
。

史
跡
と
し
て
古
く
か
ら
あ
る
石

碑
や
石
灯
籠
の
点
検
・
修
理
等

が
必
要
で
は
な
い
か
。

問

昨
年
同
様
の
梶
山
城
跡
は
行

え
な
い
か
。

問

倒れている早馬公園の
　石灯籠
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一般質問

山 中　則 夫 議 員

山王原・仲町が発展する対策は

空き店舗等の有効活用を図る

質
　
問

町
　
長

こ
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
ま

ち
づ
く
り
の
主
要
課
題
だ
。
現
在「
空
き

店
舗
活
用
等
商
業
支
援
地
域
活
性
化
事
業

補
助
金
」を
創
設
し
て
、
店
舗
等
の
有
効

利
用
を
図
っ
て
い
る
。

校
舎
も
古
く
な
っ
て
お
り
、
子

ど
も
達
を
広
々
と
し
た
場
所
で
、
教
育
す

る
こ
と
は
、素
晴
ら
し
い
意
見
だ
。今
後
、

ご
意
見
等
を
聞
き
、検
討
し
た
い
。

今
の
校
区
は
残
し
た
い
が
、
遠
い

将
来
、
学
校
の
再
編
成
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。現

在
、
町
民
代
表
者
・

外
部
有
識
者
で「
地
方
創
生
推
進
会
議
」

を
設
置
し
て
、
審
議
・
検
討
し
て
い
る
。

現
在
は
完
全
な
外
部
評
価
制
度
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

内
部
だ
け
で
な
く
外
部

の
人
が
感
じ
た
意
見
も
大
変
重
要
な
の
で

今
後
行
う
か
ど
う
か
考
え
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
か
ら
現

在
、
要
望
も
無
い
。
現
時
点
で
は
計
画
は

な
い
。

文
化
会
館
の
南
側
も
魅
力
あ
る
場

所
だ
が
、
現
在
旭
ヶ
丘
運
動
公
園
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
五
本

松
団
地
跡
地
の
活
用
が
み
え
て
く
る
と
今

後
ど
う
す
べ
き
か
、考
え
て
い
き
た
い
。

人
材
育
成
の
た
め
町
民
か

ら
信
頼
さ
れ
、
協
調
の
も
と
目
標
達
成
で

き
る
、
そ
し
て
、
自
ら
考
え
行
動
し
、
挑

戦
し
続
け
る
職
員
像
を
目
指
し
て
、
各

種
、研
修
・
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
の
中
心
市
街
地
で
あ
っ
た

第
一
地
区（
山
王
原
・
仲
町
）が

以
前
よ
り
寂
し
い
地
域
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、何
か
有
効
な
対

策
・
政
策
は
な
い
か
。

問補
助
事
業
の
外
部
評
価
を
行
な
う
べ
き

大
胆
な
発
想
で
あ
る
が
、将
来

の
た
め
に
、三
股
小
学
校
を
文
化

会
館
の
南
側
の
広
い
場
所
に
移

転
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

問

こ
れ
か
ら
益
々
、厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。今
こ

そ
各
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
が
必

要
な
の
か
ど
う
か
、完
全
な
第
三

者
を
入
れ
た
外
部
評
価
制
度
が

必
要
で
は
な
い
か
。

問

外
部
評
価
導
入
は
そ
の
事
業

の
実
態
を
町
民
に
公
表
し
、同
時

に
町
職
員
の
意
識
付
け
に
も
な

る
と
思
う
が
。

問町
文
化
会
館
の
隣
接
地
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
をス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習
場

確
保
や
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
三

股
を
内
外
に
発
信
す
る
為
に
も
、

文
化
会
館
の
隣
接
地
に
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
建
設
し
て
は
。

問

本
町
が
ス
ポ
ー
ツ
の
町
を
発

信
す
る
た
め
に
も
、ま
た
子
ど
も

の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
点
で

も
、
是
非
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
を
は
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問

職
員
と
し
て
意
識
を
向
上
さ
せ
る
指

導
は

職
員
は
行
政
の
専
門
家
と
し

て
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、良
い

意
味
で
町
民
の
指
導
的
立
場
が

要
求
さ
れ
る
が
、そ
の
た
め
の
指

導
を
ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

問

▲文化会館南側
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一般質問

新坂　哲 雄 議 員

※農地取得要件の変更できないか

農林水産省省令で定める基準

質
　
問

町
　
長

条
件
、
あ
る
い
は
例
外

に
よ
り
下
限
面
積
の
緩
和
措
置
は
可
能
だ

が
、
一
概
に
下
限
面
積
の
緩
和
が
遊
休
農

地
の
解
消
に
繋
が
る
と
は
言
え
な
い
と
考

え
る
。

※
農
地
取
得
要
件
…

農
地
法
第
3
条
で
は
、
農
地
の
売
買

等
に
対
す
る
許
可
の
基
準
の
ひ
と
つ

に
農
地
取
得
後
の
経
営
面
積
の
下
限

面
積
を
都
道
府
県
50
ａ
以
上
、
北
海
道

２
０
０
ａ
以
上
に
な
る
こ
と
と
定
め

て
あ
り
ま
す
。

現
在
民
間
の
事
業
で
は

あ
る
が
、
稗
田
の
衣
料
品
店
が
、
交
通
弱

者
等
の
住
民
を
支
援
し
よ
う
と
、
長
田
方

面
を
対
象
に
同
店
ま
で
無
料
送
迎
を
定
期

的
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
加
え

て
今
年
度
か
ら
蓼
池
の
介
護
事
業
所
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
補
助
を
受
け

て
、
蓼
池
方
面
、
新
馬
場
方
面
、
宮
村
方

面
か
ら
稗
田
ま
で
の
送
迎
と
い
っ
た
買
い

物
支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
解
消
の
為
、農
地

取
得
要
件
50
ａ
を
30
ａ
に
緩
和

変
更
で
き
な
い
か
。

問農
業
振
興
課
長

買
い
物
弱
者
販
売
を
考
え
て
は
ど

う
か

過
疎
、中
山
間
地
域
へ
買
い
物

弱
者
、
福
祉
生
活
支
援
、
販
売
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

問

日　
時
：
平
成
30
年
11
月
５
日
～
６
日

場　
所
：
滋
賀
県
大
津
市　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

議　
題
：「
議
会
改
革
を
考
え
る
」

参
加
者
：
楠
原
更
三
議
員
・
福
田
新
一
議
員
・
重
久
邦
仁
議
員

「
自
治
体
の
事
は
、
議
会
が
決
め
て 

　
い
る
」

こ
の
当
然
の
こ
と
を
、
改
め
て
、
認

識
で
き
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
」「
町
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確

に
把
握
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
運
営
に
努
め
る
」な
ど
、議
会
の
こ
と

を
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
方
々

が
少
な
く
な
る
努
力
が
必
要
で
す
。

２
０
０
０
年
に
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
し
、
地
方
分
権
の
あ
り
方
が
整

い
ま
し
た
。
議
会
が「
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
そ
れ
を
着
実
に
履
行
し
て

い
る
か
ど
う
か
が
新
た
な
地
方
議
会
の

あ
り
方
の
目
安
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

本
町
議
会
で
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
早
速
取
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
会
を
検

索
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
の
今

ま
で
以
上
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

ここからホームページを
検索できます

▲全国市町村国際文化研修所にて
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特 集研修報告

文教厚生常任委員会視察研修報告

三股町児童生徒憲章は、永平寺町を手本に作
られました。また、毎年全国学力テストで上位
にある福井県。手本となる現地を訪ね、本町と
何が違うか、自ら肌で感じ取り、本町に反映さ
せよう、というのが研修の目的です。
校長室に入るなり、「私たちは、礼の心を基
本に、あたりまえのことをひたむきに、取り組
んでいる。この 3年間で礼の心を見つければ良
い。」と、言われました。校門での礼、授業始め
の黙想、無言清掃等を見学させて頂きました。
特に徹底した無言清掃の姿は、人間形成の基
本そのものであると思いました。学力向上の基
は、礼の心に繋がると感じました。

研修① 福井県
研修場所：永平寺町立永平寺中学校
研修項目：学力向上の実践的な取り組み

「あたりまえのことを、ひたむきに」

介護予防事業の先進地として、生駒市を訪ねました。人口約12万人。高齢化率27,1％（65
歳以上人口が総人口に占める割合）、要介護認定率は、平成 30年度 14,2％と年々低減してい
ます。
高齢者の可能性は無限大！と、要支援の方が、要介護の方のサポートをすることにより、自
分の生活において、自立を取り戻す事例は、一挙両得の成果であると感じました。スペシャリ
ストを中心に粘り強い現場探求を基本に、活動的に継続された施策の数々が見られました。

研修② 奈良県
研修場所：生駒市役所
研修項目：介護予防の先進的な取り組み

「高齢者の可能性は、無限大」

日　程：平成30年11月7日～ 11月9日
参加者：文教厚生常任委員6名、事務局1名（計7名）

掃除の時間は黙想正座で集中

体育館も雑巾がけします

掃除の時間は「創自の時間」
としての教育活動
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皆さん。ここが議場です！

金曜日の朝見学をさせていただきありが
とうございました。三股町の人口や議場のこ
と、働いている人のことなどの色々 なことを
教えてくださりありがとうございました。
このことから、役場で働いている人々 は大

変だけど人々 のことを思って働いていると思
いました。これからもがんばってください。

この前は、おいそがしい中、議場など色々
な場所につれていってくださって、ありがと
うございました。ぼくが、一番印象に残った
のはやっぱり議場でした。役場にこんなにす
ごい所があるのは初めてしりました。家に帰
り親たちにしおりの写真を見せると、「すごい
ね！！今度行きたいね。」と言いました。大人
になったらぼくも投票したいです。ありがと
うございました。

お話を聞かせていただいたり、議場に入らせ
ていただいたりしてありがとうございました。議
場に入れていただくことはすごいことだなと思
いました。そのことをお母さんに言ったら「すご
いね。」と言っていました。いい思い出になりま
した。これからもがんばってください。

遠足の時は、役場の中を見学させていただきありがとうございました。役場の人にいろんなことを
聞かせてもらいました。町長室や議場などがあって役場にはこういうものもあるんだなと思いました。
議場で議長席にすわったとき、きんちょうしました。でも、こんな経験はないのでうれしかったです。
ありがとうございました。

するどい
質問が出ました！

他にもたくさんの感想ありがとうございました！
14



特　集

金曜日はいろんな場所を見学させていただいてありがとうございました。町長さんたちが話し
合いをしている中おじゃまさせていただき、その中で、三股の始まりを知り、親にも伝えたくな
りました。役場を造ってから45年～47年たっていることも知り、すごいなと思いました。また
行きたいです。

勝岡小学校5年生の

最初は、ぼうちょう席があったので、法て
いかなと思いました。話すところも録音する
と聞いたので、すごいなあと思いました。

議場の中に入れたことを親に言ったら
「すごいね！」と言われたので議場に入れ
たことがめずらしいんだなと思いました。
ありがとうございました。

５年生の感想です

ぼくは、一番すごいと思ったことは議場で
す。始めや終わりに立て札を立てたり下げた
りすることです。他にも、町長さんの部屋に
町長をしてきた方の顔写真がたくさんあって
すごいと思いました。あとは、停電したとき
にも電気が使えることにおどろきました。

みんなで
氏名標を立てます！

わたしは、議員席にすわりました。議長
席が目の前でとてもすごい場所でした。18
才以上になったら、ぜったい投票しにいき
たいです。 議場の中は広くて、いすのならびにも特長

がありました。話し合いをするなかで1人1人
が積極的にしなければいけないことが分かり
ました。
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三股中学校部活紹介

議会です。

駅伝部は３年生 11 名、２年生８名、１年生９名の計 28 名で、顧問の福本優先生、副顧問
の米田透先生、コーチの横山邦泰先生のご指導のもと、日々練習に励んでいます。河川広場
をメイン練習場としていますが、三股町は練習環境にも恵まれており、上米公園や旭ヶ丘運
動公園、また、近くの山や林道など、自然の中で楽しみながら自分を鍛えています。

地区駅伝では地元三股町の方々の応援のおかげで男女アベック優勝をすることができま
した。しかし、１年間で１番の目標としている宮崎県中学校駅伝競走大会では男子２位、女
子３位と悔しい結果となってしまいました。今後は、今年果たすことができなかった県駅伝
優勝、そして全国大会出場という目標に向けて、チーム一丸となって頑張っていきます。こ
れからも応援よろしくお願いします。

女子バスケットボール部は、３年生７名、
２年生７名、１年生８名の計 22 名で活動し
ています。「コートの中に生活あり、生活の中
に勝負あり !!」をモットーに、まずは人間力
の向上を目指し鍛錬しています。

夏の中体連では県大会２位、九州大会２回
戦敗退でしたが、秋季県大会では優勝するこ
とができました。今は３月に宮崎で行われる
九州大会優勝を目指しています。2019 年は

「挑戦」をテーマに掲げ、身長が小さいこと以外では負けないチーム
作りにむけて頑張っています。

女子バスケットボール部

駅
伝
部




